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論文審査の要旨

患者の苦痛を軽減し子宮内腔の病変を診断できる直径 0.8rnm の細径子宮鏡の開発を

目的として、子宮鏡とスマートフォン （Apple iPhone 6S™）を連動した hysmartscopy の

使用実績と診断精度の検討を行った。Hysmartscopy を用いて 22 症例の子宮内腔病変を

診断後、全例病理診断を実施した。 17例は手術室で麻酔下、 5例は外来にて無麻酔にて

行い、 5点リッカート尺度で、画質評価を行った。病理診断が未知の婦人科内視鏡専門医

2名により画像診断を行い、 子宮鏡商像診断と病理診断を比較した。年齢中央値は 40.5

歳（28-67 歳）、病理診断は子宮体癌 5例、子宮粘膜下筋腫 8例、 子宮内膜ポリープ7

例、正常内膜2例で、あった。画質評価は5ポイントのリッカート尺度で平均4.0 /5.0 で、

診断に資するもので、あった。 Hysmartscopy の診断精度は全体で 77.3 %、正常内膜症例

100% (2/2 ）、子宮内膜ポリープ症例71.4% (5/7 ）、粘膜下筋腫症例62.5% (5/8）、 子

宮内膜癌症例 100% (5/5）で、検査時・検査後の合併症を認めなかった。細径ファイパ

ースコープおよびモパイルテクノロジーを利用したHysmartscopy システムは、低侵襲で

簡便かっ正確で、効率的なデータ収集も可能である。

公聴会での発表は、研究の意義と実用化に向けた将来展望まで明確に示し、質疑応答

では、レーザーの種類、照射方向の調整法、子宮空内濯流の方法について、機器の選定

理由、構造、具体的な操作法について詳細な説明を行った。また、画像の解像度を向上

させるための取り組みや光感受性物質による光力学治療への展開の可能性についても

言及し、従来の子宮鏡と前向き比較試験で性能性評価を検討しており、3名の審査委員

の質疑に対し明解かっ適切に回答した。

本研究成果は、 子宮内腔疾患の診療において臨床的意義が高く、同疾患の診断と治療

において今後も学術的な発展が期待でき、審査委員全員が学位論文に相応しい研究であ

ると判断した。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とと もに女性生殖器病態制御医学 の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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